
厚生労働省のホームページには、仕

事と介護を両立するための支援策が、

労働者と事業主の両者の立場から詳

しく紹介されています。
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　高齢者人口の増加とともに、介護保険制度上の要支援・要介護認定者数は増加しており、今後、団塊世代が 70 歳代に突入する
ことに伴いその傾向は続くことが見込まれます。
　介護者は、とりわけ働き盛り世代で、企業の中核を担う労働者であることが多く、企業において管理職として活躍する方や職責
の重い仕事に従事する方も少なくありません。そうした中、介護は育児と異なり突発的に問題が発生することや、介護を行う期間・
方策も多種多様であることから、仕事と介護の両立が困難となることも考えられます。
　このため、厚生労働省では、育児・介護休業法に定められた介護休業制度などの周知徹底を図り、企業お
よび労働者の課題を把握し事例集を作成するなど、介護を行っている労働者の継続就業を促進しています。

仕事と介護の両立　～介護離職を防ぐために～
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　昨年 12 月２日（土）、徳満寺において「第８回布川一茶俳句大会」が
開催され、町内外問わず約 800 もの投句が集まりました。
　今回はその中から見事、入賞・特選を獲得した方々の句をご紹介いた
します！

選者紹介
「馬醉木」主宰　徳田千鶴子先生　「軸」　主宰　秋尾　敏　先生

馬酔木同人　神宮きよい　先生

　継続的に介護を行うためには、経済
的な負担がかかります。
　また、介護が終了した後の生活を視
野に入れて考えても、経済的基盤は重
要です。介護に直面しても、すぐに退
職することなく、仕事と介護を両立す
るための制度を活用して、仕事を続け
ながら介護をしましょう。

労働者の方へ

　経験を積んだ熟練従業員や管理職な
ど企業の中核となる人材が、仕事と介
護の両立に悩み離職してしまうこと
は、企業にとって大きな損失です。
　離職する従業員や心身ともにストレ
スを抱える従業員が増える前に、仕事
と介護の両立支援の取り組みを始める
ことが必要です。

事業主の方へ

検索キーワード

仕事と介護の両立 検索
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校と地域が連携して防災訓練！学

　 昨 年 12 月 ５ 日（ 火 ）
に学校・地域・防災関係
機関が一体となった防
災訓練を文間小学校に
おいて開催しました。
　当日は好天にも恵ま
れ、参加された保護者の
皆さんや地域の方は、起

震車体験や消火訓練、応急手当の実習などを体験しました。
また、昼食は備蓄米での炊き出し訓練を兼ね、竹を使用し
た炊飯なども実食していただきました。
　町教育委員会では、学校と地域が連携した防災訓練につ
いて、今後も継続して実施できるよう支援していきます。

▶
み
ん
な
真
剣
に
講
習
を
受
け
て
い
ま
す
！

通死亡事故ゼロ連続 3,000 日達成！交
　記録を更新し続けて
き た「 交 通 死 亡 事 故 ゼ
ロ」が、昨年 12 月９日

（土）に、見事 3,000 日
を達成しました。
　それに伴い、同月 13
日（水）に 3,000 日達成
セレモニーが開催され、

感謝状の贈呈や茨城県警察音楽隊の方々を御招きし、演奏
を披露していただきました。
　現在、町は、交通死亡事故ゼロ連続日数において、茨城
県内歴代１位を維持し続けています。県内１位から全国１
位を目指し、「交通安全の町、利根町」として、記録を更新
し続けられるよう交通安全啓発活動を実施していきます。
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来ある子どもたちのために！未
　町を中心に活動してき
たガールスカウト茨城県
第 24 団が解散され、活
動 費 の 残 金 100 万 円 を
図書購入費として、毎年
20 万円を５年間、利根
町図書館に寄贈していた
だくことになりました。

　昨年の 12 月 22 日（金）役場において寄贈式が行われ、ガー
ルスカウト茨城県第 24 団団委員長武

た け

谷
や

昭
あ き

子
こ

氏より図鑑など
の児童用図書 59 冊が寄贈されました。
　町では、寄贈された図書を利根町図書館におき、貸し出
し用図書として子どもたちの調べ学習に利用させていただ
きます。

▶
佐
々
木
町
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長
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谷
昭
子
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）

城県知事賞を受賞！茨
　１月 26 日（金）、『平
成 29 年度茨城県下水道
促進週間コンクール』知
事賞入賞者の表彰式が
茨城県庁講堂において
開催されました。
　県内 44 市町村から応
募 さ れ

た作品総数は、本コンクール過去最多の
59,285 点にも上りました。その作品の中
から入賞 60 点が選ばれ、本町でも「絵画・
ポｽﾀｰ部門」で布川小学校４年　志

し

村
む ら

実
み お

桜さんの作品が見事「知事賞入選」に
選ばれました。

▶
知
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入賞作品

▲

害時にこそ手を取り合って！災
　１月 29 日（月）、
利 根 町 を 含 む 県 内
35 市町村は、「原子
力災害時における広
域 避 難 に 関 す る 協
定」を福島県いわき
市と結びました。
　この協定は、福島

第１・第２原子力発電所において、原子力災害が発生し、
避難が必要と認められる場合に、茨城県内 35 市町村がい
わき市民を円滑に受け入れるための事項を定めたものです。
　町の受入避難者数は、約 1,400 人、福島県内においてス
クリーニングを実施し安全を確認したうえで、自家用車な
どにより避難を行います。文小学校を受入中継所とし、避
難者数に応じて他の避難所への誘導などを行います。受入
期間は、原則１カ月以内とし、避難に要する費用はいわき
市が負担することになっています。
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罪や非行のない社会を願って！犯
　昨年 12 月 26 日（火）
に、茨城県総合福祉会館
にて、第 67 回 “ 社会を
明るくする運動 ” 作文コ
ンテストの表彰式が開
催され、県内応募総数、
小学生の部 4,237 点、中
学生の部 6,423 点の中か

ら、布川小学校６年生の宮
み や

﨑
ざ き

七
な な

香
か

さん（作品名『社会を明
るくするために』）が、特別賞　水戸ホーリーホック賞を受
賞されました。
　今回の表彰式は、昨年７月に県内各地で開催された、“ 社
会を明るくする運動 ” の地区大会における作文コンテスト
の最優秀作品の中から、茨城県推進委員会が特に優秀な作
品を選抜し、表彰したものです。
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